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１１月から１２月にかけて学年別学校保健委員会として、１年生の全クラスで「命の安全教育 ～心と体の距離感１

～」というテーマで、それぞれの担任の先生から話を聞きました。 

会話するときの距離が、相手によって変わることを実感した人が多くいました。また、自分はこの距離が普通だと思

うけど、違う人がいることに気付かされたという人も多くいました。 

体と心の距離感は、人によって違うものであると分かり、「人を思いやる気持ち」と「自分の気持ちも大切にする」こ

とを学んだ時間となりました。 
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＜距離感が守られないとき、どうする？  

いろいろな意見がありました。＞ 

 ・逃げる。その場を離れる。忙しいと言って離れる。 

・相手に「やめて」と言う。正直に言う。 

・目線や態度を変える。話題を変える。  

・助けを求める。 

・親に相談。 

 

＜今回の授業で、みんながどんなことを感じて考えたのか、感想の一部を紹介します。＞ 

 

同じ話を聞いても、人それぞれ感じることが違います。 

最後に、「困ったことや辛いことがあったら、信頼できる大人に相談してください。」相談することは、恥

ずかしいことではありません。勇気を出して話をしてみましょう。 

☆ 自分も小4ぐらいのとき、相手を考えずに行動をし

てしまって、今 思うとクズだなと思います。なので、

今年からは心を入れ替えて相手を思いやる心をも

ちたいです。自分じゃできてるかわからないけど、距

離を取られないようにしたい。 

☆ 体の距離感の「自分と他の人との距離は自分で決

めていい」というのを聞いて、すごく近付いてくる人が

いたら、離れていいんだなと思った。心の距離感の

「どんな考え方をするかは自分で決めていい」という

のを聞いて、「遊びに行こっ！」と言われたときに断れ

なかったことがあるので、これからはしっかりと断れる

ようにしたい。 

☆ 「絶対○○して！」と言うのも相手の気持ちを考え

られていないので、「絶対」と言うのはやめようと思

った。 

☆ プライベートのことを聞かれても、簡単に話さないこ

とも大切だと思った。 

☆ ぶっきらぼうな感じで否定（拒否）すると、すぐ人間関係が崩れてしまうこともあるので難しいと思いました。で

も、体の距離感は、嫌だと思ったらすぐに拒否することが安全のためにもために大切だと思いました。友達にし

てしまったときも、相手の表情や気持ちを読みながら、自分で嫌なのかなと気付くことができたらよいなと思い

ました。そして、その現場を見たなら言いづらくても先生や親と相談することができると思いました。 

心の距離感は体よりあいまいな感じなので、一度自分がどう思っているか自分に聞き、本音を話したほうが

真の友好な関係を築けると思いました。代弁してもらったり、してあげたりすることも決して悪いことではないと

思いました。SNS で他の人と関係があるときは、一番注意することだと思いました。もし初対面で予想していた

感じと違うととても怖いので、多人数で行ったり、巻き込まれそうな友達を止めたりできると思いました。 

☆ 友達が嫌なことをされているときに、嫌と言えない

友達がいたら、嫌そうだよと言ってあげる。 

 ☆ おもしろいと思ってデリカシーのないことを言うこと

や、相手の核心に迫るようなことは言わない。 

☆ 自分が嫌だからといって相手に強く当たると傷つ

くと思うし、意図的ではない可能性があるから、優し

く言ったりする。心と体の距離感が両方守ることの

できない人と関わっていても自分が疲れるだけだか

ら、誰かに相談し助けを求めることもとても大切だと

思う。 

☆ 自分一人で抱え込むと自分と仲の良い人は、自分

を信頼してくれていないと思ってしまったり、「自分に

は相談しないんだ。そういう関係じゃないんだ」と逆

に不快にさせたりしてしまうかもしれないので、くだら

ないことも、真剣なことも相談していくと、より絆が深

まると思ったので、相談することを大切にしたいです。 


